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古代ローマ帝国建国の祖､英雄"ロムルス，'の名を戴く時計｡コルムから。

Ref､4390321V48(18KYG/SS､クオーツ､カレンダー､ブレスレット1,1･)¥380,000(税抜価格）

|Iri
ｺﾙﾑ11本総発光元日ホワイ子+椛式会社〒1014崎媚liT･代I}IⅨ神l1I松永町18ピオレ秋蕊原TEL.03(3253)1331/〒541大阪Iij中央区北久宝が町1-9-8ミノj(ピﾙTEL.()6(271)6137

●カタログご希望のﾉjは､ハガキにil”i･氏搭･年令･職業･屯‘活番号･ご覧になった雑,諾名をIﾘ1,;dの｣:、l犯のｶﾀﾛダ係までご請求ください。
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OneTonCupChallengel994
伊藤秀明PROPAGANDA

し勇患腰r認:鯆餌脇噺継;垂．
成績は7艇!|'6位でした。2日Hはロングオフショア。夜!|!のマーク

側航時、激しい'd了の中、船団は40ノ､ソトを超える突風を受け、一時は

トライスルをあげ、イタリア艇2艇がブームを破投するというラフな

コンディションの中レースは統けられました。その時です。あの半件

力起こったのです。オーナー落水未遂蛎件。石渡氏が小川を足すべく

下側のパルピ､ソトに体重をかけていた時です。チタンの涛接ができず、

エポキシでI凸lめていたパルビットが典2つに折れてしまったのです。

石渡氏は上半身ほとんど落水状態。若干残ったパルピットを素早くつ

かみ、デッキへはい上がり、鹸悪の1鱸はまぬがれました。すでに用

事力､斉んでいた,lfも不幸中の幸いでした。

その後、レースの消化は予定通り進みました。あくまでも米年のワ

ントンカップをにらんだ我々は、レストデイにもセイリングテクニッ

クの向上と、言莱の障壁を乗り超えるべく練習にはげみ、お互いに自

国語をしゃべってもわかりあえるようになり、レースも上位にくい込

んでマークIITI航ができるようになってきました。その時です。また、

事件力起こったのです。クルー落水'lf件。ジブのテーリングを担当し

ていたのそのクルーは､タック時に､たまたま舟紡ぎ大きくヒール､バラ

ンスを失いジブウインチのハンドルにつかまろうとしました。しかし、

ハンドルのロックがもどっておらず、そのままハンドルと共に11ﾃ面か

ら海中へ兇1fに落ちてしまいました。出IIIのレースでもあり、海面の

状況も良かったため、オーナーが業-II1く投げたブイのおかげでil史短の

時間で救助し、レースへ復帰すること力ざできたのは幸いでした。ただ

ひとつ不幸だったことは、そのクルーは私であったということです。

レース中、またレース以外の時にもまだまだエピソードは数多くあ

りました。レースの成績は予想を~ドllllるものでしたが、それでもイン

ターナショナルなクルーワークは1_1噸しに良くなり、完雌な状態でレ

ースに臨んでいる他のトップレーサーの中にあっても、チームの雰囲

気は峨高でした。世界のトップの雌は)早いものでした。しかし、来年

のワントンカ､ソプを目標に、あくまでもオリジナルクルーて1臨むとい

うオーナーの強い方針のもと、我々参職したクルーひとりひとりにと

っては、大きな成果を得ることができたキャンペーンとなりました。

」

へ

△年のワントン･カップ世界選手権は8月17~27日の間フランス・
ラマルセイユの"SOCIETENAUTIQUEDEMARSEILLE(マ

ルセイユ･ヨットクラブ)”のオーガナイズで行なわれました。去年の

イタリア・カルガリ大会に続き、太陽がいっぱいの地中海をワントン

の精鋭レーサーが疾走することとなったのです。今回このレースにプ

ロパガンダ・チームは来年のワントンカップ日本開催をにらみ、クル

ーの力量アップも兼ねてスペインのワントナー<BRIBON>をチャー

ターし、このワントン・カップに参戦。我がチームからは石渡一夫オ

ーナー、寺山紘史へルムスマンを含め7名がマルセイユへ飛び、スペ

インからアメIノカズ･カップチームのメンバーを含む3名のクルー(ホ

セ、ソテロ、ロドIノゴという絵に書いたようなスペイン名でした）の

協力を得、地元マルセイユからタクティシャンとしてフランス人クル

ー・フランソワ（これも絵に書いたようなフランス名でした）を乗せ、

インターナショナルなクルー構成でレースに臨んだ。
へ

8H13日の夜遅く、私はマルセイユに到粁。空港に出迎えてくれた

先発隊のM石、KII!の#|砧を|川き、不安力遡凸欠のものとなりました。

それはチャーターボートの状態でした。数l_lllll統いた40ノットオーバ

ーのミストラルで回航がおくれ、行方がわからなかった船体は無:'jf昨

夜避く入港したとのこと。ただし、回航中のトラブルでメインハリヤ

ードが切れ、修理が必要。さらにウインチ6個に対しウインチハンド

ル4｛|古I､チタニウムのスターンパルビットなクラック付｡そして､GPS

にいたっては、影も形もなし、さすが大航海II卜代のリーダー、スペイ

ンのセーラーは型を読むだけで±20mの精度で50マイル先のマークへ

到粁できるようです。おかげでマルセイユ近辺の地中海の状況がイン

プットされたログカードが簡単に手に入るかどうか心配で夜も眠れな

かった私が、その心門dをする必要がなくなり、旅の疲れも手伝ってそ

の夜はぐっすりと眠ることができました。パーフェクトであるはずの

セイルもちょっと使い込んだかなという感じ、船底はクルージングボ

ートのそれかと兄まどうほどのものでした。

足りないものを後発のクルーが日本から持参、コミッテイがハル制・

測をするために船を|架している間に見1{に船底を解き上げ、パルビ

ットのクラックをエポキシでl,'ilめ、プロパガンダチームは、何とかレ

ースへ突入することができました。

ワントン・カップ世界選手権1994総合成績

総合得点
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日本ワントンの進軍ﾗｯバ
健在なりレーサー魂

レポート／寺澤寿一（本誌）写真／松尾太郎・服部一良

1995年に日本て開催予定のワントンワールドに向けて全力て

挑戦している日本のワントン勢。それに先立ち、1994年9月

17～18,23～25日の5日間、逗子マリーナをベースにワントン・

パシフィックが開催された。事実上、今や日本においても外洋ヨ

ットレーシングの主流は|MSに移行したといってもよいだろう。

国際的な流れからするともはやと思われるワントンクラスだが、

クルーのレベル、地道な練習とレース活動は詔面できる。ヨット

界がどのように変化しようとワントン勢のレーサー魂は健在なり

を、今回のシリーズが物語っていた。

した。主な内容は：

1)今lilのパシフィックワントンの主催で得た

教訓を生かし、全員力雰一丸となって来年の

世界選手椎の成功に向けて、新たなスターへ

トを切る。

2)我々は、単にIORワントンのオーナー組織

ではなく、レベルレーティングルールの中

のワントンのレースを行なうという認識か

ら、伝統あるワントンカップに挑戦してい

くこと力ざ重要である。したがって、ORCが

96年よりワントンカツブ使川艇をILC40

に変更したので、我々クラブの入会資格も、

IORワントン及びILC40のオーナーと変更

し、ORCの提言どうり1～2年IORとILC

が合同でレースを行ない、徐々にILCに移

行していく。

現オーナー達も来年の世界選手権終了後は、

できればILC40に移行したい希望を持ってお

り、各オーナー|司志が協力して黄料をとりよ

せ、研究していこうということになり、ワン

トンボートオーナーズクラブは、IORからへ
ILC40へ、新たな一歩を踏み出した。
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スを開樅し、迩営するr本となるものではな

いだろうか。グランプリレースやシリーズレ

ースにこだわり過ぎるのも考えものだが、フ

リートレースやオープンレースでの主樅若や

参加セーラーにもワントンクラブの地遊な活

勤を応援していただきたいものだ。

ワントンボートオーナーズクラブ

の今後の動向を石渡会長が語る

今回のパシフイックワントンチャンピオン

シップは、2力jjにもill'iたない準術"lllllの中

でワントンボートオーナーズクラブの各オー

ナーが、各I11当を決め、手弁当で実施にこぎ

つけた。これは来年の世界選手権の1_1本|刑樅

のプラクテイスとして、非常に重要だと符オ

ーナーが感じていたからである。

ワントンボートオーナーズクラブは大会'i'

に総会を|州き、来年の世界選手権や、その後

の方向性についてI活し合い重要な*項を決議

<マテンロウ>の独壇場

表彰式・パーティでの背山オーナーはill!緬

に笑みを浮かべていた。このシリーズの成紙

を振りかえると?J#然だった。1－1－1－

1－2－1と、完全優勝を成し遂げるかの勢

いをみせつけたからだ。特に印象的だったの

は、インショア（上～下コース）がオールト

ップだったこと。微凪の走らせ方、ボートス

ビードには目を見張るものがあった。唯一ト

ップを<プロパガンダ＞に護った第5レース

（初島レース）でも、風が少しでも落ちれば

ファーストホームも狐える位世で追走してい

た。〈マテンロウ＞の強さは、クルーのﾉJ趾、

艇のポテンシャルもさることながら、やはり

練習鎧の賜物ではないだろうか。

今回のパシフイックワントンは、参加6艇

と寂しく、コンディションも微風と雨に悩ま

されたシリーズだったが、来年のワールドの

プラクティスレースとして、インスペクショ

ン等は厳正に行なわれた。レース中でも、〈ア

ーガーベイ＞からスタート5分前にフラッグ

を見落し、数秒間機走していたくプロパガン

ダ＞をIYRR54､1述反として娠義を出したレ

ースがあったが、これを認めたくプロパガン

ダ＞のフェアな態度は評illiできよう。

真箪な態度でレースに臨み、公正にレース

を逆営しているコミティを含めたワントンオ

ーナーズボートクラブのi蔽力は、ヨットレー

19940RCPACIFICONETONCHAMPIONSHIP総合成績
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5
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9/25総合順位

6
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支部紹介’ NORC西内海支部からのメッセージ

SKKCUP'94ヘのお誘い

■
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Iﾉq内海伝統の別府レース26年の歴史は、同

II:＃に西内海支部の歴史でもあります。

強打たちは、JOG16'．Y-19．JOG24'など

l'1作の小舟（今おもえぱの話です）を操り、

気まぐれな風や我侭な潮どもと折り合いをつ

け、実に上手に手なずけて、この海を'肌走っ

て米ました。

このレースは話の種の宝庫です。‘謡が始ま

ると時間はいくらあっても足りません。ご多

分にもれず、酒が入るとなおさらです。

iﾉq内海支部設立は1967年3jloその年7月

には柱烏ナイトレース、翌1968年8月には第

11111Mﾘ府レースを開催しました。そして、そ

への後1972年安居島レース､1974年11月には第
1liIISKKCUPを開催。いずれも今に続く伝

統のレースとして親しまれています。

中でも別府レースは、毎年5川のゴールデ

ンウイークに本州側と九j’|､|の双方を一年おき

交互にスタート。エントラントの楽しみは、

ご存じ日本屈指の名湯別府柵泉。〃Ⅱ鰍めぐり

で|Ⅱl航／レースの疲れを癒します。そして夜

のネオン街では湯上がりの元気打がバトルを

繰り返します…。

1989年は支部の総力を挙げてのホノルル・

ヒロシマレース（ヒロシマカップ）｜；1催のた

め、この年の別府レースはお休みとしました

が、ヒロシマカップの成功は、支部の歴史の

輝かしい1ページとなりました。

17W内海支部は、瀬戸内海西武の術後洲f/燧

iMif/斎灘／安芸灘／伊予洲f/肘波MI鰐海域の

海人たちの集団です。

ということは、メンバーが中1通I・IILI国・九

j､|'Iの各地力にまたがります。

海をはさんで向かい合う、3つの地方の

様々な地域性もあいまって、支部レースでの

会話は大変です。豊後弁あり、術後なまりあ

り、広島弁もあり、はたまたやたら元気な伊

予弁“大あり’’で大混乱。通訳こそいりませ

んが、一つなまりで通じる支部の皆さんには、

わかりますまい11。

また、様々な地域性を反映し、フリート析

動はそれぞれ個性豊かな展開を見せます。現

在地域別に、広島県東部の布刈フリート、l'il

中部の呉フリート、同西部の広島フリート、

愛媛県に松111フリート、山口県に肘南フリー

ト、大分県に別府フリートの6フリートがi,F

動中です。

さて、呪ｲli465名の会員および70余艇の会

友を率いるのは、支部設立有志の一j_lでもあ

る岩日|行史支那瞳。愛艇は安芸八世（オセア

ニス440)優雅なクルーザーかと思いきや、こ

れが結樅早い。安芸八世は、今秋広,､で|州催

されるアジア大会のヨット競技海而で、VIP

ボートとして枡雌する予定です。

支部腿は、第1回の別府レースは22ftl'l作

トリマランで出場､以来皆勤賞｡SKKCUPも

もちろん皆勤賞です。

そのSKKCUPは今年で第21回｢Iとなりま

した。瀬戸内海特ｲjの風のないつらい奥が終

わり、台瓜シーズンカサ過ぎ､安定したNE"W<

き始めるこの11判Ⅵ、西内海のチャンピオンシ

ップをめざして、支部内外のレーサーたちが

安芸の宮島に集います。

当レースは､1987年の'87ジヤパンビックボ

ートシリーズの1t行|＃雌など、貴重な経験を

砿みつつレース迩鴬のレベルアップを図って

きました。

20周年を迎えた前l'jlからはIMSクラスを

設けました。このことにより更に精度の高い

競技運営が求められております。21回目の今

回を、名実共に飛雌の年にすべくスタッフ－

M準術に余念がありません。

最後になりましたが玄海・内海・近北など

近隣各支部の艀さん、昨年も遠路はるばるの

ご参加あり力罫とうございました。また、本年

のお手あわせをIノリ内海支部一同心より楽しみ

にしております。

今年の秋も

きんさい（布刈）

きないや（呉）

こんけえ（松山）

おいでえ（広島）

おいでませ（周南）

よっちよくれ（別府）

安芸の宮島に。

斗SKKCUP'94実施要項抜粋
Iー，'、ー 曹,ー フーミ側凹＝』霞電J鰹Trl

■主催：紬日本外洋帆走協会西内海支部

■開催地：宮島町包ケ浦を中心とする宮島周辺海域

■日程：1993年11月19･20日(2日間）

■クラスおよび参加資格:IMSクラス、CRクラス、BWクラス

■レース問合せ：082-222-1686西内海支部事務局

－q－
凶



国際VHFとの互換性がポイント

「マリンVHF｣普及へ

会友艇にも海岸局の利用を

NORC辿慌委典会では、itの中の軸|犬を蹄

まえ杵及のめざましいマリンVHFの取扱い

について、｜則連する安全・帆走委員会ほか関

係各位と検討・協議してきました。

その結果、従米の中短波･短波(HF)'W/

SSB、樋超蠅波(VHF)格/FM(EI際VHF)

の無纈退ｲ,;手段に加え、安全航行のための雌

低限かつr帷な下段としてEI際VHFと互換

'|ﾉﾋのあるマリンVHFを推奨することとし､会

典艇はもとより広く会友艇へも普及をlXlって

いくことにしました。

現在のところレースでは前述の迩伯手段が

必要です｡しかし鳥羽レースを始めﾚｰｽ委

典会の別途定めるj血信手段で暫定的に可とさ

れるレースもあり、マリンVHFは国際VHF

との互換‘性からも十分その役割を果たすもの

と秒えています。当面まずは安全航行の一･肋

として枡111されることをお勧め致します。

費用は国際VHFの1/2以下､資格も容

易に取得

さてマリンVHF無線機器は､メーカ数社か

ら柵ii'i・鵬H理がそれぞれ約8万円前後で製

品化されています。また据置型の場合のアン

テナは、スターン・パルピットヘの設置が簡

単ですがｲj効範囲は狭くなります。確実な交

信噸呆という怠味から、通ｲ言委員会としては

挑帯咽でもマストトップへの設置が必須と秒

えています。この工帯は特に難しいものでは

なく各艇で行うことも可能です。なおIH)niに

掛かる没術関係甜川は、総額10万円程度から

です。なお機器唯入を含め開局の具体的な手

統きは、特典を設けていただいた専門器業者

を紹介いたします(マリンVHFの概要につい

ては、本誌8月号および「舵」10月号の該当

記llfを参照ドさい)。

－．方操作は、奄録された無線従事打が行え

ます。蚊低必要な第3級海上特殊無線技師の

盗格は、雄年2，6，10月の国家試験や諭IJI

体がl＃j樅する1Hの講習会(-tl雁もしくは日

IIMHのコースもあります）で取得できます。

出川は約5TI1Jから2万円前後。誰でも取裾

可能なものですので、各艇でプランを練りク

ルー全jiでチャレンジしてみてはいかがでし

ょう。これら黄格老養成につきましては、各

団体等が|州雌する礎成講習会をご案内いたし

通信委員会委員長池内貞二

ますので、各艇で計画をお願いいたします。

各地に海岸局開設、相模湾でも本格的

運用開始

マリンVHF機器を搭載し船舶X!jをIM)nj･利

川しようとする艇は、いろいろな団体が開設

するいずれかのマリンVHF海岸局への加入

が必要となります。現在NORC力洲)!i)してい

る三崎､淡輪、宮津、博多の圧I"VHF海岸局

とは性礎が異なるため別途加入が必要となり

ます（ただし71,74chで通信は可能です)。

今年7)]､扣模湾海域に社団法人サーブ'90

交流協会のマリンVHF海岸ﾊ,j｢さがみわんセ

ンター」が、開局しました。｜可センターは、

〃l」9時から17時まて迩川しており、1112

IIIIの気象海象通報、定時呼出、県内会且マリ

ーナとの連弗綱X次、緊急時の関係機関への述

絡などサービスを行っています。呪在神奈川

ﾘ,↓藤沢市雛沼海岸の無線局のほか、蝿I1マリ

ーナにサブ局を開設し、さらにｲ｢|棋湾をくま

なくサービスできるようネットワークの終Mi

を副画しています。

そのほか現在NORCが何呼か関係する全

IIIのマリンVHF海岸局としては、小揮、常

盤、駿河湾、広島（関西～西内海）などがす

でに開局しています。また他の地域では、泊

地および活動海域近くのマリンVHF海岸局

へ加入することになりますが、付近に海岸)"）

がない場合でも開局の途がありますので、ご

fll談ください。

会員艇・会友艇の加入を有利に

今II1INORCでは、同交流協会抑ﾊﾘ,iliH没に

伴い1,1協会とタイアップし、会員・公友縦録

艇のり11入を、一般に比べｲj利にしています。

海岸〃』jへの加入には、一般的に人公金と年

会鷲が必要です。「さがみわんセンター｣の場

合は、サーブ協会の会員マリーナ（たとえば

"I1マリーナ）所属艇の場合で入会金が1万

111、無線会澱1万円の合計2万円です。その

他司股艇は加入年で計4万円、以降年全曲2

ﾉj円力罫必要です。なお平成6年度は、|!ilセン

ターが7月|；1局のため、それぞれ半額となっ

ています。

/i､IIIIfril･会友ff録艇がｲ〃ﾘな点は、「さが

みわんセンター」にNORCXfll1でjll人する場

合に限り、当初2年|H1、マリンVHF利川

NORC特別料令の迩川を捗噛していること、

－ 4 －

また会友艇にもマリンVHFの導入に際し

NORC海岸局を利川いただけるようにした

点です。具附Iりには、会il艇が､r成6ｲ|疫中

(NORCのf業年度水である､ド成6年12月

31uまで)に入会する場合、「さがみわんセン

ター」への入会金・年全曲群を合み介!;l･5千

円としました。入会次年度（7年度）は年会

伐のみで5千円です。また7ｲ|渡の入会は、

入会金・年会曲合i;l･で1"|'1となります。

一方会友艇は、平成6年度!|!の入会時、入

会金が5千円、年会曲が1万l'1．また次年膜一

（7年度）の年会甜は1万5TI'I．また7年

度の入会は、入会金が1万l'l、年会曲が1万

5千円となります。

なお平成8年度からは、入会時会員艇が入

会金1万円、会友艇が1万5千円、年会甜は

6．7年度に加入した艇も含め、会"鯉烹1

万円、会友艇が1万5千|リを、それぞれ負担

していただくことになります。なお入会時に

は、NORC海岸局加入証lﾘj発行乎数料3千円

が別途必要となります。

これらの愛用は、会員艇は人公時は振込で

納入いただき、次年度からはNORCカードで

毎年2月の引き落しとさせていただきます。

また会友艇は入会金と会麺U]IIIj分の年会費を

一括納入いただくことになります。

安全のためにこのマリンVHFを搭救する

ことは大いに意味があり、またｷI1模湾．東京へ

湾･大坂湾では、NTTとの契約で司股加入電

話への接続ができるなど移動体皿ｲ高としての

利便性も高いものです。典体的な検討･をお勧

めいたします。

詳しくはFAX情報を

マリンVHFを搭救希望の会1i艇･会友艇向

けに、サーブ'90関係資料、NORC海岸局資

料､開局の手引き資料等を、FAXで提供しま

す。方法は、近くのFAX(プッシュ回線また

はトーン信号の出せるダイヤルⅢ網妄統のも

の)から03-3504-1910をダイヤルし、音声ガ

イダンスに従い（8＃とスタート･ボタンを押

し）情報を取り出して下さい。またより具体

的なご相談は、内容、所I功支祁、艇名、泊地、

お名前、連絡用の電話・FAXをIﾘj記の上、

FAX(03-3504-1914)で通偏委ji会へお問い

合わせください。折り返しご連絡いたします。
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真冬の日本を抜け出して、真夏のニュージーランドで

思いっきりレースを楽しまれてはいかがですか

迂一

匡匡~ざ

(写真提供：舵社）

’993年にトップクラスのヨット’9艇により始まったエアーニュー

ジーランド|MSレガッタも、今年2月に行われた第2回大会では日本

チームをはじめ40艇の参加を数え、大会本部では来年の第3回大会に

はオーストラリア、ホンコン、タイ、アメリカ、ドイツそして日本

ニュージーランドより60艇から70艇の参加を見込んでいます。

真夏のオークランドで開催されるこのレガッタは、あのアメリカズ

カップ・ニュージーランド・チームのホームゲレンデでもあり、記'|意

に新しいウィットブレッド世界一周レースでも使われた同じ海面で行

われます。また同大会はシャンパンマムワールドカップに組み込まれ

へており、ホストであるロイヤルNZLヨットスコードロンでは各種チャ
ーター艇を取り揃え、日本よりの参加チームを歓迎しています。また、

クルーとしてニュージーランドチームに参加したい日本人クルーや、

逆にニュージーランド人クルーを採用したいチームのための手配も行

うとのことです。

前大会には日本から4チームが遠征、またロッド・デイビス、ピー

ター･レスター、トム･ドｯドｿﾝ、ドﾝ･ｺｰｳｨｰなどのﾄｯﾌﾟｾ

－ラーも参加しており、この大会の今後の盛り上がりを表わしています‘

2月のオークランドの気温は約25度、風速は'2～'5ノットで、週末

ともなれば約2,000艇のヨットがオークランド近海をセーリングして

います。

レーススケジュール

2/'0プラクティスレース

｜|／'2シヨートオーシヤンレース（約90マイル）

’3上下レース（約'2マイル）2レース

’4同上

’5トライアングルレース（約'2マイル）2レース

’6（ゴルフトーナメント）

’7/'8ロングオーシヤンレース（約250マイル）

’9表彰式

※エントリーの締切は95年｜月20日（ニュージーランド航空日本支社

にて受け付けの手配もいたします）

私どもニュージーランド航空を、ロ噸よ

りご愛顧いただき誠にありがとうございま

す。現在、ニュージーランド航空では、今

までの成111より週5便／名古屋より週3便

に加え、この度、｜聯q新空港の開港にとも

ない新たに週6使を柵九。合計週14便でニ

ュージーランドとl1本を最も多く結ぶニュ

ージーランドのナショナルキャリアとなっ

ています。今回のエアーニュージーランド

IMSレガッタではより多くの日本の方にニ

ュージーランドを訪れていただければ幸い

かと存じます。ご存じのように季節が日本

と反対のニュージーランドはこの11割Ⅵ奥典

っ盛りです。とてもフレンドリーなキウィ

ーと呼ばれるニュージーランドの人々力端亨

様を暖かくお迎えいたします。

今回は同大会に参加される方のために特

別料金をご用意させていただきます。また

パッケージツアー（ビジネスクラスおよび

エコノミークラス）も取り揃えてございま

す。さらに参加料のみならず応援／観職の

方にも楽しんでいただくために、各種オプ

ショナル観光ツアーもご用意して皆様のお

越しをお待ち申し上げております。

－ 5 －
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エントリー川紙ご希盟の方、またはお川

い合わせは以下までお願いいたします。

〒101束京都千代lli区丸ノ内3－4－1

新匡l際ビル131号

TELO3-3284-1291FAXO3-3284-1034

束（あずま）まで
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から'2年、この間に海の遊びへの理解度や税

金の使い方の認識が、飛躍して変化したとは

思えず、この先、原告と被告国の対決は、法

理論の枠を越えた、形而上の主義主張の直接

対決になるかも知れません。

さて9月も終って、次回の円卓会議は'0月へ

26日、次々回は｜｜月30日と決まりましたが、

気付いてみると、〈たか>の遺族が損害目剖賞を

請求するという報道が流れたのは、昨年の9

月の末か'0月の初めの頃で、訴状が正式に提

出されたのは'0月6日。もう丸’年が過ぎま

す。この｜年の間に、いったい何がどのよう

に運んだか、今一度経過を辿ってみました。

第｜回口頭弁論93年'2月2日

第 2 回 口 頭 弁 論 9 4 年 2月3日

円卓形式の弁論第｜回3月2日

同上第2回4月2 7 日

同上第3回6月2 2 日

同上第4回7月27日

同上第5回9月21日

上記の席で原告被告が裁判所に提出、また

相互に交わした「準備書面」は、

原 告6通へ

被告オーナーサイド2通

被告NORC4通

被告国3通

計’5通

以上の実績が、たいしたものなのか、それ

ともたったこれだけなのか、まったくの素人

の当方にはそれこそまったく判りません。で

す力掴人的には、月一度ではすまない代理人

の方々などとの会合もあり、その他、議事録

や調査報告書など、作成したレポートは現在

A4(2000字）で30枚ほどになっていて、そ

れにオフショア編集部から言い渡されている、

この毎月｜頁のノルマも忘れるわけには行か

ず、それほどの余裕はありません。

原告被告双方の主張の雲里が終わって証拠

調べなどに入れるのは、おそらく来年の春先

からで、やはり地裁の判決まで3年が必要と

いう見通しは、妥当のようだと、日々覚悟を

新たにしています。以上

史上始めての異常気象は毎年のように出現

して、もう驚きはしませんが、日乍年の冷夏の

不足分が一挙に加算されたような、今年の夏

の暑さは間違いなく格別、海の上でも目にし

みるほどの汗をかいたのは久しぶりでした。

この猛暑の故か、それとも裁半'｣所にもお盆の

休暇があるのか、ただの偶然だったのか、と

もかく8月は地裁での動きはなく、9月に入

ってようやく裁判長を囲む円卓会議が再開し

ました。そこで前回に続く最近の3カ月間の

経過をこ報告します。

7月27日の4回目の円卓会議では、原告か

ら「準備書面(4)」が提出されました。内容は、

6月22日の円卓会議で、裁判官が原告に求め

た意向(NORCの「準備害面」に対する反論）

に沿うもので、イーパブに関する主張です。

原告は「被告協会は、安全備品に関する責任

は、オーナーあるいは艇長が負うべきである

と主張するが、オーナーや艇長が責任を負う

べきことはもちろんにしても、そのことによ

って、説明書に欠陥のある安全備品を頒布し

た被告協会の責任が免じられるものではない

ことは当然のことである」なと．と述べていま

す。ただし、NORCが4月27日提出の｢準備書

面(4)」で原告を質した「不正確で誤解を生む

説明書の存在と本件事故の問には、何らの因

果関係もない｡.本件たか号では、本件イーパ

フについてどのような取扱いをしていたのか、

明らかにされたい」には答えがなく、このあ

たりの今後の展開が注目されます。

訴状などで述べた、〈たか>は'2メートルを越

える大きさにもかかわらず、船体の検査時に

船の長さを偽装、’2メートル未満として小型

船舶に登録、本来搭載すべき救命設備を免れ

たとする、従来の主張の一部を変更、実際に

'2メートル未満にするために、原設計よりも

舵軸の位置を船首方向に90センチメートル

移動させる改造工事を行い、操舵性能、直進

性能などを著しく低下させた。本件事故は、

その結果によって生じたのだから、責任があ

ると主張。またぐたか〉は船籍登録上は｜｜､99

メートルだが、船舶としての実質は'2メート

ルを越えていることには変わりがない。した

がって救命などに用いる装備を12メートル

未満にした責任も免れないと、ここも以前の

ニュアンスとは若干異なった主張を行ってい

ます。

原告の「準備書面(6)」は、被告国の反論に

対する再反論で、国の捜索・救助義務をめくﾞ

る抽象的な法律論争の趣が大きく、関心はも

ちろんあるにしても、当方の能力では雲里が

難しく、近日中に代理人のどなたかを煩わし

論点の解説を頂戴するつもりです。ただし個

人的ですが、「準備書面(6)｣の結びの数行「国

民から徴収した税金により物的・人的に組織

された捜索・救助手段を独占している国の機

関こそが、海難により生命に切迫した危険に

遭遇している国民を捜索し、救助する義務を

負うと解釈すべきなのである」にはショック

を受けました。というのは、ちょっと古いの

ですが、PanAmClipperCup82参加の〈魔利支

天>(TAKAI44)が、日本に戻る回航の途中、

台風に巻き込まれ、－時消息を絶ったときの

顛末を思い出したからです。当時、日本はよ

ほど平和だったのか、マスコミは太平洋上の

ヨット｜隻の行方不明を大きく報道しました

そのせいか、海上保安庁や自衛隊の捜索活動

は敏速でしたが、皮肉にもマストを失い満身

創庚で漂流中の<魔利支天＞は、捜索では発

見されずに、付近を航行中の本船がフレアを

焚いた<魔利支天＞を発見、クルーは無事の

一報が届き、巡視船力現場に直行するという

結末はともかく、おおまかなプロセスはくた

か＞と似ていたのです。そして新聞テレビの

続報はすぐ．に収まりましたが、週刊誌の－部

は､｢大金持ちがハワイで贄沢に遊んだ後始末

に、国民の税金で維持されている船舶や航空

機を大々的に動員するなど､とんでもない話」

という論調の記事を掲載したのでした。あれ

篭
６
ｋ
凸
目 ‘‘／ル
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｜､・
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1
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また被告国も「準備書面(3)」を提出、原告

主張の「捜索・救助をめぐる責任について」

「YS-||の搭載する捜索用レーダーに関する

責任について」に反論しました。

9月6日に8回目の弁護団との会議を開き、

原告が「準備書面(4)」で主張するイーパブに

関しての討議を行い、事実関係の確認とその

解釈を改めて詰めました。

同月21日に地裁702号室で第5回の円卓会

議が開かれ、原告は被告サンスイを質す「準

備書面(5)｣､および被告国を質す｢準備吉面(6)」

を提出しました。原告は「準備書面(5)」で、

⑪ぜぃゴゴy-- 寺

へ

－ 0－



OFFSHORE229

JGYR92に関する<ABYC>の活動報告(第2回）

ティーチイン第4回

94年4月19日帝国ホテル513号室

テーマr主催者責任とは」

前|nlの「オーナーl'iｲr」にひきつづき、

ABYC名誉会員で､NORCのiｻ紙対策委員災

の大雌兄薫氏に講演をおl紬いしました。

その要旨は次のとおりです。

「オーシャン・レースの場合、特鋤勺なこ

とは、海という「場」をi誰もがコントロール

111I,来ないということです。その上、オーシャ

ン・レースは船という遊具を仙ってするとい

へう特徴があります。

「主樅我」という言菜をオーシャン・レー

スにも適用すると、Ⅱ本研の弾きからは、あ

たかも「場」をもコントロール出米、レース

の続行とか、中止などをI嗣§できるかのよう

にf肘tしがちですが、実際のレースは陸上に

いる人々の遥か手の川かない速い海で続行さ

れ、そこの気象海象はそこにいる荷だけが一

Mf1Iﾐし〈判断できるというﾚｽ1111に蕪づくと、

他のスポーツの「主樅稀」とl'ilﾀﾘには論じら

れないということがすぐに分かるでしょう。

オーシャン・レースでの「主樅者」の役割

はiiiなるオーガナイザーの役削でしかなく、

参加艇や人間の条件を一定に終え、汁ll寺し、

成絃・表彰等の実務を側､I1するにすぎないの

。臼●ノ
ーーノ

ABYC企画担当 高田尚之

です。レース参加各艇の通行にlklする領域は、

やて艇のオーナーまたはオーナーの任命する

スキッパーにかかっているのです。

‐般船舶に適用される海!l;側係の法令は、

ヨットにも当然適川され、ヨットのオーナー

はヨットを所有したときから、その所有を止

めたときまで、レースに参加する参加しない

に|災I係なく、関係法令に』ifづく運行責任を負

わなければならないもので、レース参加艇は

スタートの5分前からフニッシュまたはリタ

イアまでの|H1だけレースルu1ﾘに従うにすぎな

いのです」

また、繊演の中での余I淡I'1に、「品近は、

「できあがった船を災う」というI1粁上になっ

たため、これからは船の製造稀黄任が追求さ

れる時代になるだろう。NORCもそういった

li粁､の流れに叩した対応箙をそろそろ準備す

る必典があるだろう』との亜要な指摘があっ

たことをつけ加えておきます。

ティーチイン第5回

94年6月17日帝国ホテル513号室

テーマ「クルーの責任』

I)i"lulの「オーナー責任｣、1j1回の｢主催若

1'iｲF」にひきつづき、この「クルーの貢柾」

までが3部作。今回はJGYR92関係訴訟

NORC弁謹団の一角で、現役ヨットマン･II1

木降弁罐士に講師をお願いしました。

要扁は次のとおりです。

「ヨットレースカ罫管理不可能な海_l:を舞台に

するスポーツである限り、海｣二で辿辿するか

も知れないリスクは、乗細乢灸此力罫承知して

いるはずであり、確かにオーナーおよびオー

ナーの代H1人のスキッパーとは地核にならな

いが、クルーにも責任があるといえます。

訴紙力起こった時は、重大な過失力誰にど

うあったかによって変わってくるでしょう。

雌も大切な事は、クルーが|，|ら希望して乗

り糸|'んだかどうか、船・備品・逆ｲ備|画等に

ついて税Iﾘ』され、納得していたかどうか、危

険を承知していたかどうか、でしょう。念の

ためにil;:而をもらっておくのは良い考えです

が、それ力蕊絶対というわけではない』と実例

をあげながらていねいに講油をつづけ、敢後

に

「大切なことは、家族の~]"解と万一の場合の

金銭的な保険も必要でしょう。これからの時

代は紛争･力予起こってからよりも、いかに紛争

に巻き込まれないか、つまり紛争･を予防する

ためどうするのがいいかを考脳することで、

ヨ､ソトでの紛争はほとんと起こらないで済む

でしょう』と結ばれました。

迫

Japan.GuamSailingRally:i
私たちは、ロング・オフショア・セーリングに関する数々のイベ

ントが身近に存在することが、日本のヨット界にとってよい刺激に

なると考えています。中でも従来のジャパン～グアムレースはオフ

ショア・セーラーの格好の目標であり、よい刺激でした。

こうした考えから、私たちのクラブは、ジャパン～グアムレース

を実質的に支えてきましたし、クラブ所属艇からの出場も'5艇にお

よんでいます。現在、不幸にも、ジャパン～グァムレースが中止さ

れていて、その復活にはまだ、若干の時間が必要かとおもわれます

そこで、私たちのクラブとグアムのマリアナス・ヨット・クラブ

がオーガナイザーとなり、日本のロング・オフショア・セーラーに

別な角度からの「新しい提案」をします。

ラリーをやりましょう！

従来のグアム，レースは「速さ」だけを競うものでしたが、今回

a

のラリーはグアムまで「安全に完走」が主目的。艇表彰のほか、個

人にもディプロマを発行します。毎年末に各地からスタート、正月

に現地で（今年は7日）パーテイです。現在5艇が出場を希望して

います。

郵未のある方は｢ABYC(油壺ヨットクラブ)Rally係｣FaxO44-244

-2944までご連絡ください。

〆
／ ●
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関東支部に吹き始めた新しい風 (その4）

93'0委員会委員長高田尚之

9310委員会中間答申

|刈束支部ｲ罵義員会副議長

加藤正敏殿

NORCは外洋セーラーの集合体としてクラブ的に発足し、ll"1139

年、社団法人化したが、その歴史の1I1で、公益法人なものとクラブ的

なものとを分離する必要があると、災い間、読倫を統けてきた。公推

法人としての活躍とクラブ的な柄肋の活発化を同時に計ることが、ま

さに、今日的な課題である。

一昨年、NORC本部に設iifiされた桃造改革委員会の最終糸if論はまだ

出そろってはいないが、現在「公益法人的な活動はもっぱら本部が、

クラブ的な活動はもっぱら支部が分担する」というコンセンサスは出

来あがっており、公表され、本委員会においても、それがNORCの進

むべき道としてベストであるとの葱見が大勢をしめた。

また、同時に、支部は単にクラブ的な活動に専念するだけでなく、

会員の意見を集約し、会員力斗IHI人としては為し得ない謡1Vを関係機関

に具申してゆく窓口の役割、いわば、下意_l達の側面をも強化するこ

とが必要とされるが、それにはまず、支部そのものの強化力需l･られ、

会胤''1身に､「自分たちの会であるとか､自分たちの声力麺る会なのだ」

とかの自覚ができなくてはならない。すなわち、支部の強化の雌大の

武器は、真に民主的で零推舶勺に透明度の高い組織を会員にいかに保証

するか、それを会員参加のもとにいかに構築するか、にあり、liil時に

支部に高い自主性が与えられなければならない。

関來支部は現在2,700名を越える会貝を擁するNORCの'l'では突川

した巨大な支部であり、諸先餓の幾多の努力にもかかわらず、次蛎に

数の多さに圧倒され、いまや樋々の歪を抱え、組織は硬『I化し、柔軟

性を欠く事態に直面することとなってしまった。この巨大な|賊を一

元的に、真に民主化し、活性化させてゆくには、今後、多大な労力と

多大な資金の投入が必要とされる。

NORCは、本部も支部も、主として会員のボランティアで円柵に述

営されているものであるが､現在､関東支部は2,700名という「〔大な人

数の利怖のためにボランティア1師力をするということの故に、手をあ

げて協力する人々」が限定されつつあり、新たなボランテイアに参入

を求め、新たなボランティアを|ﾘH拓すること力極めて難しい状況にな

りつつある。

また、現在会員力雰負担している会賛では、事務局員を1人しか雁用

できない状況にあり、組織を腿主化し、活性化しようとすればするほ

ど、会員は更なる負担を負わねばならないという皮肉な状況になって

しまった。

そこで、本委員会は、この脈路から脱却するための方策として、祇

動単位を小さくし、会員同志がお互いに目に見える範囲に関東支部を

－8－

Iz成6年9H20日

関東支部規約迩鴬等検討特別委員会

(9310委員会）委此長高田尚之

くくり直し、できる限りの権限をその小さな活動単位に直接下ろすこ

と力烹必要であるとの結論に達した。 へ

活動単位を小さくすれば、その組織を民主化するのは容易であるし

いままで経伐のかかっていたものを再びボランテイアに任せることが

できるようになり、ボランティアそのものも、身のまわりに見える範

囲の活動のためなら発掘が容易になり、それが活性化につながると考

えられるからである。

一方、現在の支部活動は、フリート主体の活動とはいえず、フリー

トに所属し、黄任をもたされた個人が、個人的に仲間を集めボランテ

ィア活動をすることにより成り立っていて、あたかも「フリートが活

動しているように見えている」のが実情であり、現実の支部活動は、

自然発生した各地城のクラブが次第に中心的な役荊を担いつつある。

つまり、関東支部が従米より踏襲してきたフリートを主体とする政策

は、いまや有名無実に近いものになりつつあり、逆に、目の前のヨッ

トクラプで、NORCの会員がヨットライフを楽しめる状況に変わって

きたため、NORCの会員の脱落を積極的にくい止める施策にも欠けて

しまった。

もとより、l竺I然発生した各地のヨットクラブはNORCの組織の範中

外ではあるが､もし､過去より現在にかけてNORC本部および同戸予
部力理想的に機能していたのであれば、本磁的にはこれらのヨットマ

ンたちをNORCに取り込めたはずであるし、これらの人々は我々と同

じ土俵で活動していたに違いない。

NORCは個人加MMを雌盤とする社IJI法人としてIEI然発生的なヨッ

トクラブを組織の中に同調させること力雰1N難であったとしても、従来

から、NORC本部も、関東支部も、これらのヨットクラブとの共存共

栄の道を械極的に探る努力を怠ってきた。

しかし、いまやl則束支部会員数以上の人々がこれらのヨットクラブ

に所属し、我々とl'ilじく、ヨットライフの充実を求めている。いま|則

束水城ではこれらのヨットクラブとの連携を亜祝する必要があり、そ

れを怠れば､やがてNORCの基盤にまで大きな影響を及ぼしてくると

考えられ、NORCの地鱸光下を加速する要因となると考えられる。

そこで、本委11会では、この際、関東支部としてはこうした社会的

変化に積極的に対応すべきだとの結論に達した。ただ、ここでも、関

束支部が現在の大きさで各ヨットクラブとの共存共栄の接点を見つけ

て行くには気の速くなる程の手続きが必要であることを考慮すれば、

ここでもまた|則束支那を細分割し、その過程で処理して行くのが最良

の道であるとのfII論に達した。

その過程では、幸いにも、というべきか、現在の関東水域に基盤を
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持つこれらのヨットクラブをリードしている人々はNORCの会員で

あるので、この人々の力を借りながら、目に見える範囲にくくり直し

た大きさの単位の中で調整を統けてゆくことになる。その際大切なこ

とは、NORCのサイドからお|瓢いし、協力を求めてゆくべきで、それ

が必ず良い結果につながるものと碓偏している。いずれにしても、小

単位で椛限を委譲されたNORCの会員とヨットクラブの会liとが一

締になって行動し、その地域の特性に応じ、多様化するニーズに応え

－ら、やがてヨットマンとしての同一の目標に向けて努ﾉJを獄み上

b4行くこと力極めて肝要であると与えている。

以上、本委員会は民主化の面、人的・経済的・社会的状況の変化と

いう面から、関東支部を現在の大きさでそれらに適合し、糸i鴎し続け

て行くことは困難と考え、本部は公益法人としての機能を強化し、支

部は半而、肌通しが良く、会則,il志が互いに顔の見える範|〃|の単位と

して|蜘斑鐘することがNORCの活性化につながると判断し、この

際関東支部を他の地方支沸鵬波の大きさを念頭に綴きつつ小集団に

分剖し、その各集団が支部としての機能を発揮できるような方策を模

索して行くべきだとの結論に達した。もちろん、支部をl1l分割するの

は容易なことではないが、各地域Ifl肖を考慮しながら、ムk終的には、

その地域の11治を尊重し構築をすすめることになる。それには扣当の

エネルギーとそれ相応のll寺間とが必要とされるであろう。それらをも

含め、本委員会は、今後ひきつづき、関東支部の細分判IIをむなしの方

向で検i制･を続けてゆく所存である。

そこで、本委員会は、本委員会の意向である関束支部の細分割止む

なしの結論を関東支部会員が容認する力否か、を代議典制度を通じて

へしたいとの意向をもち、ここに議舞兼の要点集（表題：「翻犬認

識とその女探｣）を添え中間符IIIするものである。

なお、本中間答申は、委凶会の大勢意見であり、細分荊することは

力の分散であり将米の課題であっても今はその時期でない・関東支部

を玖舶皇の大きさのままで政策的変更により事態を乗り切るべしとする

少数意見、および、関東支部も公益的活動を主眼として橘動すべし．

そのためには現在の大きさでもまだまだ小さすぎる、との少数意見が

あった(詳細は既に配布ずみの談I録を参照されたい)。しかし、いず

れの愈見も細分割化賛成委興を行間.させるには至らなかった。

中間答申（結論）

本委ji会は関東支部を、民主化の面、人的・経済的・社会的状況の変

化に対応する面から、小集団に分割し、支部化することが必要と考え

今後、本委員会はその方向で誇義を継続する。

関東ｲ罵義員会は支部会員を代表し、本委員会のこの方向づけを容認す

るか、否か、の態度を表明してもらいたい。

速報9310の方向づけを容認

|則束支部l湖I寺代議員会が10)1411に開催され､9310委曲会の'lil川答

II1を糯塊採決の結果、9310委ji会の糯義の方1ｶJづけが容鰡された

(詳細は次号)。
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1995年版

NORCカレンダー頒布
オールカラー7枚綴り定価2.000円（送料・税込）

毎年好評のNORCカレンダーが完成しました。

お申し込みは現金書留で

〒105東京都港区虎ノ門1-11-2第2船舶振興ビル

日本外洋帆走協会カレンダー係まで。

石原裕次郎メモリアルヨットレース'94
オリジナルポロシャツ販売のお知らせ

残ｸ‘あどわす汐，

､裕次郎レース"。このビックイベントのオリジナル･ポロシャツを

販売しています。レースに参加した人､裕次郎さんの大ファン、彼

女・彼氏へのプレゼントに是非購入してみてはいかがてすか？

価格：3.700円(送料込)／サイズM､L毎回胸のししゅうマークが

人気です。

申込先：〒'05港区虎ノ門l-ll-2(第2船舶振興ビル5F)

FAXO3(3504)1914

※住所・氏名．サイズ・枚数を記入して、ハガキかFAXでお申し込

み下さい。入金を確認しまして送付いたします。

申込方法：現金書留・振り込み(振込先：住友銀行東京公務部）

普通預金289150
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通信委員会担当理事％

稲葉文則氏

でロングレースて無線にはおⅢ話になって

きましたから、指名を受けたとき通信委員

会担当理事は義務として引き受けなければ

ならないと,W,いました。フレアを焚くより、

その前に状況を知らせることができる無線

は一番大切な安全備品。何かと規制の多い

ものですが、ぜひ皆が持つように働きかけ

ていきたい」

氏は当而､マリンVHFの普及に力を入れ

ていくという。本誌でも今、通信委jI会が

積極的に誰ifを巡1没している。

また近年、｜活迦に登場することが多いイ

ーパーブについては、「衛星イーパーブに、

免許が不要となったのは良いことだと思い

ます。シーホース誌などを見ると、もはや

衛星イーパーブは国際レースの必需品にな

っています。価格の問題はありますが、で

きるだけ多くの艇に杵及されるべきだと,W，

います」とi祈った。

レースには,'il､子さんを誘い、週末には奥

さんと乗る機会も少なくないという稲菜氏。

家族思いのベテランセーラーだからこそ、

無線をまずは安全の要素と考えることがで

きるのであろう。維験に裏付けされた知恵

が、より多く発揮されることを期待したい。

〈取材／市川和彦＞

■

稲葉氏がヨットと出会ったのは、今から

約25年前のこと。地元熱海でシカーラやシ

ーホッパーなどに乗り出したのが始まりで、

今でも年に数回はディンギーに乗るという‘

撫毎ヨ､ソト協会の会長も努めており、後輩

の指導に余念がない。

ロングオフショアレースで活躍する人が、

今でもディンギーに親しむと|助lけば怠外か

も知れない。しかし、氏が海に憧れを持っ

た理由を聞けば納得がいく。

「私は、高校、大学と111岳部に屈しまし

た。今でも年に2，31111は山に登ります」

外洋ヨ､ソトにl－l覚めたのは、そこに1I1と

|可じサバイバル的な要素が存在しているか

らだという。頼れるのはlil分だけというlll:

界は、オフショアクルーザーもディンギー

も、そして山もl,ilじこと。氏は、単に炎ili

雛を走るレースだけに魅力を見い出したの

ではなく、純粋に海とか山とかいう厳しい

自然の世界に魅「されたのである。

BW-33でクルーザーの味をしめ､ヤマハ

のケッチで家族を連れグアムまでクルージ

ング。その後、本格的にオフショアレース

に参加するようになり、数々の記録を打ち

立てた。

「私も船舳I｢ｳを2つ待つ身の上。これま

《

‐
‐
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」
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辮
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マ

あのくラッキーレディ＞のオーナーとい

えば、すぐ傘お分かりだろう。環太平洋レー

スや沖縄レースなど、内外のロングオフシ

ョアレースで大活躍の稲葉文則氏が、この

たび新理事に選出され通信委員会を担当し

ていただくことになった。

無線といえば外洋ヨットには欠かせない要

素。オフショアレースに関する豊富な経験

をお持ちだけに、氏に寄せられる期待は大

きい。
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クルーザーを乗りこなすための完壁読本を の

1冊まるごと『クルーザーレース｣を楽しむ本
アョ

一斉発売11月1了曰全国 発
I

◆

CHAPTER1CHAPTER2

セイリングｸﾙｰザｰ．クローズホールド・
チューニングセイリング
●メンテナンスとﾚｰｽの準備●ダッキング

●艇とリグのセットアップ●ローﾙﾀｯｷﾝク

●ワンポイント･チューンアップ●セイルﾁｪﾝブ

●ｾｲﾙの選択●リーフ

●ｽﾄー ﾑジブとトラ

株式会社フオースセブン

CONTENTS、YW肺"U12月号別冊Nn96C
CHAPTER3CHAPTER4CHAPTER5

ダウンウインド･セイリングセイルトリム･ベーシックコースプランニング
●ｽピﾝセッティング●ボｰﾄバランス●ｺｰｽブﾗﾝの組み立て

●スピネーカー･アップ●メインセイル･トリム●スタート

●スピネーカー･ダウン●ジブｾｲﾙ･トリム●ビーティング･レグ

●ジャイビング●ｽピﾈｰｶｰ･トリム●グｳﾝウインド･レグ

●フィニッシュ'叩アブ口寺

ル ■総頁132頁■A4判Ⅱ

〒108東京都港区芝4-6-14袖田ビル3FTEL:03-3456-66IIFAX:03-3456-1

CHAPTER6

ナイトセイリング
●ｵー バー ナイトﾚー ｽ

●ｽﾀー ﾄ前の準備

●ナイトセイリング

ﾗイスル

ン〒108

寸■定価1,800円
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＝

をあわせ持ち､協会員の皆様に

いきたいと思っております。；

紹介をお待ちしております。

患5日に自動引落しとなり、従来のようなご送金冑）とブレザーボタンを作りました。

の 手間が省けます。オシャレ着とコーディネイトしてみては？

<お得なカード年会費＞価格：クラブタイ（2矛重頃セット）7,000円

レギュラーカードは無料。ブレザーボタン（一式)10,000円

』
一

ー

言(ゴールドカードは6，'80円）

－般のクレジットカードより割安です。

<会員だけのセーラーズイ剰萸＞

第2期ｲ罫実期間は、’995年4月｜日から’996年

3月31日まで。

●お申込み先

社団法人日本外洋帆走協会TEL､03-3504－'911

申込先：社団法人日本外洋帆走協会

FAXO3－3504－l914

申込方法：専用申込用紙がありますので一度お

問合せ下さい。

現金書留、振込、NORCカード、

振込先：住友銀行東京公務部

普通預金289150
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第39回神子元島神 レー－ス

伝統ある神子元島レースに寄せるもの
ﾘポー ﾄ･写真/高村宏くｻﾏー ﾉｳズ＞

堀，間 11齢,尋

灘 鱗蕊懸…壷－ｺ！ 汕壺のNORC海岸局でラジオワッチして下

さり、レース本部としては非常に助かった。

実際にスタート前のラジオチェ､ソクに始まり、

171115:00，21:00,18日03:00の3回のロ

ールコール、更にフイニ､ソシュコールを行な

った。全慨勤ぎこの義務に従えない場合は、職

1M1勺に不公平を生ずるが、運営側としては、

参加艇のポジションを知ることができ、この

ｼｽﾃﾑｶ獄定希すれば島回りﾚー ｽも更に炉
全にかつ容易に行なえる様になると考えられ

る。

181_112:53<UFO>より1時間以内にフイ

ニッシュとの通話が入り､マークボートの<サ

マーノウズ＞にjII絡を入れる。02:25にフイ

ニ､ソシュしたファーストホームの<UFO>か

ら約311#IM20分の間に全艇カミ無辮フイニツ

シュした。

今川エントリー9艇のうち、DNS2艇で台

肌の影響もあり、全5艇のさびしいフリート

ではあった力率故もなく、安全に運営ができ

たのは至上の喜びです。ご協力をmいた各方

面、各位には感謝の念に耐えません。来年こ

そ、多数の参加艇が集まり、神子元島レース

に析負iが膿る様I願っております。

，’
l|

’‐L里畠
′ ‘

■Q

今回、NORC関東支部主催の島回りレースと

しては最長の95マイルの行程を持つ神子元

島レースのレース委員長を拝命した。

ジャパンカップや、フリート対抗レース等の

日程の関係上10月中旬に行なわれていた本

レースも、9月に日程が変更されて以来「ブ

ン吹キの秋の神子元」の印象はうすれている

ように思われる。しかし往路、復路とも大半

を本船航路と重複するので、特に夜間は冷汗

をかく艇も多いのではなかろうか。

で<コンテッサX世＞もDNS。このためフリ

ート雌大の艇は新艇の<UFO>ということに

なった。

午前9時10分、小網代崎灯浮標をリミット

マークとしたラインから<アズサ＞がジャス

トスタート。オールクリアーで全艇スビンア

､ソプしてNNE8ノットの好天の'l1，5艇のレ

ースフリートが神子元,島へ向かった。

本レースで､VHFとSSBの普及のためとの

ことで、皿ｲ!;委此災の池内氏が、レース巾、

今l'i1は油'"ベイヨ､ソトクラブ(ABYC)の

ご協ﾉJをｲ1卜、レース本部をクラブハウスに設

ii'iし、要u交代の便やコミッティボート要幽

の体力1淋卜のmiから、従米の釜根ブイフイニ

ッシュを止めて小網代湾｢Iに変更した。この

季節は湾内のワカメいかだ力罫無くフイニッシ

ュエリアとしては血､'iと,'jj,われたからだ。

例ｲド、初肋レースや小網代カップに比べて

参加艇散の少ない､I1レースであるが、今IIIIも

エントリーは8艇｡艇及会砿の時点-で､〈フジ

5111:>が、折から接近'|!の台瓜24号のために

避雌してくるi細什により、リfi}港できなくなる

心門6があるとのことでDNC｡また同様の叩III

へ
第39回神子元島レース1994総合成績
1994年9月17日関東支部油壺フIノート

|MSクラス

順位｜セールNol
lll733

|オーナー｜フリート

|川島正道｜油壺

涯
一
咽

艇種
■■■■■■■■■■

－，千へr＝

上Ll､j、

IORクラス

順位｜セールNo

ll3002
21221

CRクラス

艇名

SYLPHlDESIll

AZUSA

艇種

FARR3/4

YOK33

オーナー

蒲谷和行

杉浦直樹

フリート

ンーボニア

諸磯

輝
一
’
’
２

艇名

ADVANTAGE

WlSHlⅡ

艇種

T－301

SWlNG31

オーナー

小屋忠史

赤星中央

フ'ノート

東 京

東京中央

セールNC

41’3

4749

〆切はその月の20日、翌月25日に発干ﾘとなり

ます。つまり、月初めに掲載希望のこ逗諦各を

いただき、原禾高を20日までにお送りいただけ

ると、翌月の号に掲載される運びとなります

ので、こｰ協力をお願いいたします。

編冨冨四m

本ﾎ各的な秋のレースシーズンを迎え、各地

で｡さ ま ざ ま な イ ベ ン ト がイテなわれていること

と思います。次号では関東選手権の結果をお

ｲ云えする予定ですが、各支部からのレースレ

ボートもお待ちしていま す 。 フ ァ ミ リ ー レ ー

スやチャリティレースなど、どんなイベント

で･もかまいません。皆様の活動の様子を言志面

に反映させたいと思います。本誌の発行スケ

ジュールは、毎月初旬に内容を決め、原稿の

OFFSHORE229号

第228}j・､ド成6年lOjll5H発行

fI〃’’'''11511発｛j

lII州152年7112111第二郵便物認IIJ

1i,fM定{I1Ii30011l（郵送料別）

苑竹社|､11法人1－1本外洋帆走協会

発付人今lil1x彦

jlcj術|I港Ⅸ虎ノllIjl-ll-2(第2船舶振興ビル5階）

．'世‘;,＃・火水03(3504)1991～3〒105

郵仙振祥群)j･2～21787

印Mリ株式会社女VIﾐ'iif言印MII所

今月の表紙：いよいよ来年1月から始まる次

回アメリカズカッブのチャレンジャーシリー

ズ．（ルイーヴィトンカッフフをひかえ、開催

地サンディエゴでトレーニング.に余念のない

ニッボンチャ レ ン ジ 艇 。 写 真 ／ 添 畑 薫

－12－
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「さらに速く、そして美しさそのままに」

レース幟11Ⅲ盗なオーナーたちの熱い声に応える

辨則レーサーカキ趣tした。旧WﾍN40RmAmﾍl

SWAN4()の美しく、盃みない、流れるようなラインはす~べて

レースでの成功を|I的として設計されたもの。

これにさらなる稀盟性と‘|ｿ瞳性を

プラスしたのがREGATTAシリーズである。

GRPに代わる新素材アラミドファイバー。

スティールのメジャーアイテムは

アルミニウムに。そしてサンドウィッチ櫛との

チークインテリア･･･糸燗;に至るまで

蜘更と伽史にこだわることで、SWﾍNならではの

商い4“ぞlｿ|ﾐと独自の優美さを保ちながら

いっそうの軽砿量を実現した。

AmelicaIsCupでの充分なリサーチを基に
開発された繩則SWﾍN40REGATTAは

SWAN401iil様、ジヤーマン・フレアズの自同乍。

NAUTOR社の技術と仁統力稚かな勝利を約束する。

11違当室 ｢S恥N40

し<、盃み ラ
ル
人

な
れ

い、I

Iｳと壷

塑性れI 生と‘’
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垂霊一・産垂ゾ

REGATTAVERSIONSPECIFICATION

勾瀞
NAUTORS

Lengthoveralll2.26m(40.22")Servicebatteryl2V.290Ah

…Waterline9.88m(32.41")Startingbatteryl2V、90Ah
Beam3.93m(1289'､)EngineNanni4.150HE
Draft2.15m(7.05")26.8kW(35HP)at3000rpm

NAUTORJAPANBallast3170kgForetraingle405m2(4359sqft)
Displacement8000kgMainsail36.6m2(394.1sq.ft)

Fuell20Linltankl50%genoa60.7m2(6359sqft)日本総輸入元.正規代理店
Water485Lin3tanksSpinnakerl45m2(1570sq.ft) 7MSAmRICOM剛〃Y〃似
●ただ今、為替レートが変動中ですので、お求めのチャンスですも資料の請求､お問い合わせは右記へどうぞ§〒151東京都渋谷区千駄ケ谷3-3-4カサピコビル203

TEL.O3－3478－5021～3FAX､03－3478－5035

NAUTOR,SSWANYACHTSarebuiltbyOyNAUTORAb!POBoxlO!SF-68601Pietarsaari,FinlandTell+35867601111Telex:7547nautoSFTelefax:+35867673641asubsidlaryoIKymmeneCorporation.
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NORCレースインフォメーション・オフショア229号別冊

｢岐路に立つ外洋レースを考える！
アンケートのお願い

オフショアレースの衰退は、一途に続いています。－時は新聞テレビでも逐一報道された本部主催の沖縄レー

スや小笠原レースも、事実上壊滅。さらに数十年の伝統を担う関東支部の八丈島レースや神子元島レース、大島

初島レースなどにしても、参加艇数は全盛期が嘘のような、さびしい数になっています。理由は様々に述べられ

ていますが、状況は世界に共通する流行にも似て長年に渡って積極的な対応策が見出せないまま、今日に至って

います。そこでオフショア誌の編集サイドは、あえて問題のひとつひとつにスポットを当て、選択肢の中に打開

策があるのか、見当たらないのなら何を決断しなくてはならないのか、この二者択一をテーマに掲げる「岐路に

立つ外洋レースを考える｣討論会を企画しました。第一回はNORC執行部側のベテランの方々、第二回は参加側

で活躍する中堅から若手のセーラーの方々にご出席を頂き、忌揮のないご意見を伺います。つきましては、これ

らの会合に会員諸兄のお考えを率直に提示いたしたく、下記のアンケートを作成した次第です。ひとりでも多く

の方からのご返事をお待ちします。

質問①レースに参加したことがありますか。
イある

へロない（ロの方は以後のアンケートにお答えの必要がありま
せんが、最終の記入欄で、会員であるのにもかかわらず、

ー

どうしてレースに参加されないのか、その理由をぜひとも

教えて下さい）

質問e(前問①イの方にお尋ねします）
レースは如何でしたか。
イ楽しかった

口楽しくなかった

質問⑧（前問e口の方にお尋ねします）何故楽しくなかった
のですか。丸はいくつでも結構です。
イ負けたから

口スタートやマークで怒鳴られて不快になった

八参加費が高い

二運営に不手際があった

ホパーティーなどがなかつた

へ その他（）

質問④（前々問eイの方にお尋ねします)その後レースは何
回参加しましたか。
イまだ1回だけ

口1～10回

八10回～100回

二100回以上

質問⑤レースに参加しようと思ったとき、何で決めました
か。下記の中で丸を三つ付けて下さい。

へ☆開催海域が近い

☆レ ー ス の 距 離 、所要時間が手頃

☆毎回出場していて仲間が多い

☆季節がいい

☆運営がしっかりしている

☆参加費が安い

☆スポンサーが付いている

☆パーティーが盛大

☆参加艇数が多い

質問⑥そろそろ肝心なところをお尋ねしますが基本として
お好みはどちらですか。
イオフショア

ロインショア

質問⑦次のコースの中でお好きなのはどれですか。下記の
中で丸を三つ付けて下さい。（前問⑥にかかわりなく
付けて下さい）

☆－週間前後を要するロングオフショア(JGYRなど）

☆数日間掛かるロングオフショア（八丈島レースなど）

☆ワンオーバーナイト程度のオフショア（鳥羽パールレース

など）

☆オリンピックコース

☆ ソ ー セ ー ジ コ ース

☆既設の浮標などを利用するクラブレース

質問⑧（以下の質問は前々問⑥イの方にお尋ねします)参加
したオフショアレースの中で、楽しかったレースは何
ですか。レース名を教えて下さい。

質問⑩オフショアレースが今日の状況に至った原因は何だ
とお考えですか。下記の中で丸を三つ付けて下さ
い。

☆ハードウエア（マストやラダーなど）の強度が心配

☆ソフトウェア（クルー）への負担増が不安

☆気象海象の激変が心配

☆所要の日時の確保が困難

☆必要なエレクトロニクス製品が高価

☆その他諸経費の負担が困難

☆避難港その他の泊地が不安

☆企画とそのフォローが不十分

☆参加艇が少なく、面白くない

☆ その他（）
質問⑪前間の他にオフショアレースを盛んにするポイント

は何でしょうか。下記の中で丸を三つ付けて下さい。
☆魅力ある目的地の開拓

☆クルーの資格制度の導入

☆その他の安全策の徹底

☆完走艇のクルーに完走証を授与、年間最多距離帆走のク

ルーを表彰するなどして、オフショアのアピールを考える

☆セットした催しを充実させる

☆有力なスポンサーを探す

☆ その他（）
質問⑫オフショアレースを盛んにする有力な手段が見出せ

ない場合、来期のレーススケジュールを大幅に見直
そう（参加があまり見込まれないレースは最初から
中止する）という案があります。如何ですか。
イやむえない

口反対(理由 ）
その他ご意見やご要望何でも結構ですから､メッセージをお願
いします。

支部名 特別会員正会員（どちらかに丸印）

会員番号 氏名

匿名をご希望の方でも支部名だけは教えて下さい。地域別の傾向を知る

ための資料に生かします。ありがとうございました。

このｱﾝｹー ﾄの返送先のﾌｧｯｸｽ番号は03-3504-1914です。
封書の宛て先はelO5東京都港区虎ノ門1-11-2，5F日本外洋帆走協

会会報小委員会です。締め切りは集計の都合上、11月5日とさせて頂

きます。なおご返送頂いた方の中から抽選で10人の方に粗品をご協力の

印として贈呈します。

く ）
質問⑨新たな企画として、ご希望(スタートとフィニッシュの

地名や開催季節など）があれば教えてください。

（ ）



NORCレースインフォメーション・オフショア229号別冊

クルージング委員会アンケートのお願い

平成6年10月

クルージング委員会

この度、㈱日本外洋帆走協会(NORC)におきまして、クルージング委員会が設立されました。現状は、NORC=レース

の印象が強く、レースに参加しない会員はあまりメリット（セールナンバーをもらう程度）がありません。

しかし､NORCは日本で唯一社団法人として認められた外洋帆走のクラブであり､決してレース派の人達だけのものではあ

りません。当初はレースに参加する目的で入会したとしても、クルーの問題、艇の老朽化等でレースから遠のいてしまい、ま

たレースには参加したいが純粋なレース艇では満足できないという人達に､NORCの会員でよかったと思われ､少しでも役立

ちたい委員会にしたいと思っております。何分出来たての委員会なので、これからどの様に運営して行くか、まだ何も決まっ

ていません。会員の皆様のアンケート・意見等を参考にして運営して行きたいと思います。どのような事でも構いませんから、

べよるべく多くの会員の方の御返事をお願いいたします。

「寶問51ｸﾙージﾝグ委員会をどう思われますか？
イよい と思う口必要ない八その他（）

「寶問百1ｸﾙージﾝグ委員会の企画に参加しますか？
イ参加する口参加しない八その他（）

「寶問百1これからもNORCの会員でいられますか？
イ会員でいる口会員をやめる八その他（）

「寶屑画現在下記のような事業計画案が出ております｡ご関心のある項目に○印をつけて下さい。
イ年1回（又は数回）クルージングイベントを計画（各支部）

口ボランティア活動（交通遺児、身障者等の招待クルーズを行う）（各支部）

八沖縄、小笠原、鳥羽等のレース部門との合同でクルージングをする。

二今回（8月21日）行われた湘南バージンレース関東支部主催の初心者及びスリーピング会員の方々、

NORCの会員による、会員のための無料レース等のレース

ホオフショアにクルージング委員会のページを設ける
へ

へ講習会（帆走技術、天気、安全等）を行う。
ノ

トクルージングにおいての泊地に関する事

※他に具体的なご提案がありましたら記してください。

「寳問G1その他当委員会へのご意見､ご希望等がありましたらお願いします。

氏名 会員番号 所属支部 所属艇

住所 TEL

※返送はこの用紙をそのままお使いのうえNORC本部ｸﾙー ジﾝグ委員会宛にFAX(03-3504-1914)または封書にてお願いいたします。
※アンケート、御意見を頂いた方の中から抽選で10名様に粗品を差し上げます。当選発表は発送にもってかえさせていただきます。




